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pム.

女

田

初

雄

は

し

が

き

米
沢
市
立
図
書
館
本
邑
鑑
考
(
1
)
の
一
環
と
し
て
、
本
稿
で
は
米
沢
城
下
と
そ
の
近
傍
と
の
近
世
初
頭
の
推
移
を
通
じ
、
文
禄
三
年
検

地
の
高
と
米
沢
領
の
邑
鑑
(
2
)
の
高
と
の
新
旧
の
関
係
を
検
討
す
る
。
そ
の
新
旧
関
係
は
慶
長
六
年
以
降
の
編
纂
と
み
ら
れ
る
米
沢
市
立

図
書
館
本
邑
鑑
(
以
下
邑
鑑
と
略
記
す
)
、
文
禄
三
年
ご
五
九
四
)
蒲
生
領
高
目
録
帳
(

3

)

(

以
下
高
目
録
帳
と
略
記
す
)
、
慶
長
三
年

(
一
五
九
八
)
藤
三
郎
倉
入
在
々
高
物
成
帳
(

4

)

(

以
下
藤
三
郎
帳
と
略
記
す
)
お
よ
び
元
和
元
年
二
六
一
五
)
写
長
井
郡
伊
達
信
夫
郡

高
物
成
之
帳
(

5

)

(

以
下
元
和
高
物
成
帳
と
略
記
す
)
を
綿
密
に
比
較
検
討
す
る
と
判
る
。
邑
鑑
と
元
和
高
物
成
帳
と
は
同
系
譜
の
帳
で
、

共
通
の
原
典
す
な
わ
ち
拙
稿
(
6
)
で
仮
称
し
た
文
禄
邑
鑑
か
ら
出
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
原
典
か
ら
写
す
と
き
、
ま
た
は
転
写
の
際
に

誤
写
が
あ
っ
た
と
み
え
、
両
帳
は
一
部
で
相
違
が
あ
る
。
ま
た
巴
鑑
に
は
誤
算
も
あ
り
、
元
和
高
物
成
帳
に
は
数
ケ
村
の
脱
落
が
あ
る
。

し
か
し
こ
の
両
帳
を
基
に
湯
原
・
筆
甫
・
峠
欠
入
を
補
充
し
、

一
部
の
村
で
高
を
補
正
し
、
前
者
で
は
違
算
を
訂
正
し
、
後
者
で
は
村
の

59 

補
足
を
す
る
と
、
文
禄
巴
鑑
の
長
井
信
達
の
高
が
略
推
定
で
き
る
(
7
Z
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他
方
、
高
目
録
帳
と
藤
三
郎
帳
と
は
同
系
譜
で
、
と
も
に
蒲
生
領
内
の
郷
村
を
載
録
す
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
倉
入
郷
村
の
み
を
記
載

す
る
が
、
検
地
後
三
年
の
慶
長
二
年
の
高
お
よ
び
物
成
を
示
す
故
、
二
j
三
の
郷
村
で
高
が
多
少
変
化
し
た
。
高
目
録
帳
は
文
禄
検
地
の

高
を
集
録
し
た
帳
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
の
郷
村
で
邑
鑑
の
村
高
と
岡
高
か
、
ま
た
は
近
似
し
た
高
を
示
す
。
信
達
両
郡
で
は
同
高
の
郷

村
が
過
半
に
達
し
、
そ
れ
に
差
高
が
石
未
満
に
す
ぎ
な
い
郷
村
も
加
え
る
と
、
郷
村
数
の
大
部
分
を
占
め
る
。
長
井
郡
で
は
初
め
高
に
差

が
あ
る
郷
村
が
過
半
に
及
ん
だ
が
、
多
く
の
郷
村
の
高
の
変
更
に
よ
り
、
信
達
同
様
に
岡
高
の
郷
村
が
過
半
を
占
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
に
差
高
が
石
未
満
の
み
の
郷
村
を
加
え
る
と
、
そ
の
郷
村
数
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
邑
鑑
と
高
目
録
帳
と
の
郷

村
お
よ
び
高
に
は
相
違
が
あ
り
、
高
目
録
帳
の
高
は
文
禄
検
地
の
新
高
、
そ
れ
に
対
し
巴
鑑
の
高
は
旧
高
で
あ
る
。
こ
の
旧
高
は
単
に
旧

い
高
を
意
味
し
、

一
般
に
検
地
前
年
の
高
を
さ
す
古
高
と
は
別
で
あ
る
。
こ
の
新
旧
の
判
定
が
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。

邑
鑑
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
主
な
論
点

こ
れ
ま
で
邑
鑑
を
話
題
に
し
た
人
々
の
聞
に
は
、
こ
の
邑
鑑
を
「
文
禄
検
地
を
基
に
し
て
作
成
し
た
」
と
み
る
強
い
先
入
観
を
も
っ
人

が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
文
禄
検
地
直
後
に
作
成
し
た
と
み
る
人
と
、
慶
長
一

0
年
代
後
半
の
作
成
と
み
る
人
と
が
あ
る
。
米
沢
地
方
に

は
前
者
が
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
伊
藤
多
三
郎
は
昭
和
三
七
年
(
一
九
六
二
)
の
論
文
(
8
)
で
そ
れ
を
否
定
し
、
慶
長
一

0
年
代
後

半
の
作
成
と
推
定
し
た
。
吉
田
義
信
は
昭
和
五
九
年
(
9
)
こ
れ
と
先
の
拙
稿
の
推
論
と
を
否
定
し
、
文
様
検
地
直
後
に
作
成
、
そ
れ
に
よ

り
文
禄
検
地
の
高
の
訂
正
を
や
り
、
ま
た
秀
吉
へ
の
届
出
に
使
っ
た
と
述
べ
た
。
拙
稿
以
外
こ
れ
ら
は
文
禄
検
地
を
基
に
作
成
と
す
る
点

で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
如
何
な
る
手
順
で
、
文
禄
検
地
の
高
を
邑
鑑
の
高
に
作
り
変
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
誰
も
納
得
の
い
く
説

明
を
し
て
い
な
い
。
郷
村
の
分
合
に
よ
っ
て
、

一
部
で
高
が
変
わ
っ
た
と
み
た
人
も
あ
る
が
、
そ
の
い
う
左
こ
ろ
の
分
合
も
当
時
の
こ
の



地
方
の
実
情
か
ら
み
る
と
成
行
が
逆
で
あ
ろ
う
。

伊
佐
早
謙
は
『
上
杉
家
記
』
三
一
一
で
「
蒲
生
氏
時
代
の
口
巴
鑑
と
称
す
る
も
の
あ
り
」
と
し
、
そ
の
邑
鑑
の
米
沢
の
高
・
免
お
よ
び
家
数

人
数
の
記
事
を
再
録
し
て
「
こ
れ
で
慶
長
三
年
頃
の
米
沢
の
様
子
が
大
凡
判
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
邑
鑑
は
慶
長
三
年
開
設
の
伊

達
郡
玉
野
村
(
叩
)
を
含
む
な
ど
で
、
蒲
生
時
代
の
編
纂
で
は
あ
り
得
な
い
。
さ
れ
ば
と
い
っ
て
慶
長
三
年
頃
の
様
子
も
大
方
は
示
し
て
い

な
い
。
邑
鑑
の
家
数
人
数
は
玉
野
だ
け
は
慶
長
四
年
家
数
人
数
調
に
拠
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
他
は
天
正
一
九
年
(
一
五
九
一
)
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秀
吉
指
令
の
人
掃
令
に
基
づ
く
同
二

O
年
の
家
数
人
数
改
の
数
百
)
で
、
ま
た
高
は
天
正
一
九
年
検
地
の
高
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

伊
東
多
三
郎
の
慶
長
一

0
年
代
後
半
説
も
妥
当
で
な
い
。
伊
東
は
ま
た
「
慶
長
一

0
年
代
後
半
に
:
:
:
文
録
検
地
に
よ
り
成
立
せ
る
先

封
の
郷
村
制
を
引
き
継
ぎ
一
部
を
分
合
し
て
作
成
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
高
目
録
帳
の
郡
郷
の
区
別
な
ど
を
当
時
の
郷
村
制
と
み
る
の

も
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
高
だ
け
に
つ
い
て
、
慶
長
一

0
年
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
当
年
代
に

こ
の
所
論
の
知
く
文
録
検
地
を
基
に
邑
鑑
の
高
を
作
成
す
る
に
は
、
蒲
生
氏
の
高
目
録
帳
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
の
帳
が
な
い
と
容
易
で

は
な
い
。
し
か
る
に
後
述
す
る
如
く
米
沢
地
方
に
は
少
な
く
と
も
慶
長
六
年
以
降
、
昭
和
中
期
ま
で
、
高
目
録
帳
ま
た
は
同
類
の
帳
が
存

在
し
な
か
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
諸
事
実
が
あ
る
。
邑
鑑
が
丈
禄
検
地
を
基
に
作
成
と
す
る
伝
承
そ
れ
自
体
、
高
目
録
帳
な
ど
が
米

沢
地
方
に
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
か
ら
ば
慶
長
一

0
年
代
に
文
禄
検
地
を
基
に
邑
鑑
の
高
を
作
成
す
る
の
は
、
不
可
能
か

至
難
の
技
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
吉
田
義
信
説
の
如
く
、
文
禄
検
地
の
直
後
口
巴
鑑
の
高
を
作
成
し
て
、
秀
吉
に
届
け
出
た
と
す
る
と
、
そ
の
届
高
は
高
目
録
帳
の

長
井
信
達
の
高
と
違
う
高
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
関
係
を
長
井
に
つ
い
て
み
る
と
、
高
目
録
帳
で
は
一
七
万
七
九
三
三
石
余
で
あ
る
。
そ

61 

れ
を
も
し
邑
鑑
の
高
で
届
け
出
る
と
す
れ
ば
、
邑
鑑
の
村
々
に
湯
原
を
加
え
た
高
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
邑
鑑
系
譜
の
湯
原
の
高
は
不
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明
で
あ
る
が
、
高
目
録
帳
の
多
く
の
郷
村
で
邑
鑑
の
村
々
の
高
と
同
一
か
似
た
高
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
高
目
録
帳
の
湯
原
七
一
一
石
二
九

と
同
高
で
あ
っ
た
と
み
る
と
、
邑
鑑
に
湯
原
を
加
え
た
長
井
郡
の
高
辻
は
一
七
万
八
五
一
八
石
余
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
邑
鑑
の
長
井
で
は

集
計
の
誤
算
で
八
一
六
石
余
も
帳
尻
高
の
計
で
不
足
が
あ
り
、

ほ
か
に
上
長
井
立
石
で
三
石
増
、
下
長
井
一
野
々
で
一

O
石
減
と
萩
生
で

一
石
減
の
写
違
い
も
あ
り
、
差
引
八
石
不
足
し
て
い
る
。
別
に
石
未
満
の
写
違
い
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
触
れ
な
い
で
上

記
の
分
の
み
補
正
す
る
と
、
長
井
は
一
七
万
九
三
四
二
石
余
と
な
る
。
そ
れ
は
文
禄
邑
鑑
の
長
井
の
高
に
近
い
は
ず
だ
が
、
吉
岡
目
録
帳
の

長
井
の
高
と
は
違
う
。
も
っ
と
も
厳
密
に
邑
鑑
と
高
目
録
帳
と
の
高
を
比
べ
る
に
は
、
高
目
録
帳
の
長
井
一
七
万
七
九
三
三
石
余
か
ら
の

湯
原
の
高
を
差
引
い
て
比
べ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
異
同
を
み
る
の
に
は
こ
の
不
等
式
で
加
除
す
る
項
を
何
れ
の
辺
に
置
く
か
、
移

す
か
の
こ
と
で
あ
る
故
、
こ
れ
で
充
分
で
あ
る
。

文
禄
検
地
の
結
果
と
し
て
秀
吉
へ
届
け
出
た
蒲
生
領
総
高
は
、
会
津
知
行
目
録
(
さ
に
あ
る
九
一
万
九
三
二

O
石
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

そ
の
郡
別
内
訳
は
、
大
方
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
一
部
は
慶
長
五
年
徳
川
家
康
が
、
伊
達
政
宗
に
渡
し
た
二
本
松
ほ
か
六
郡
知
行
高
目

録
(
日
)
の
各
郡
高
で
略
察
知
で
き
る
。
こ
の
知
行
高
目
録
の
長
井
は
一
七
万
七
九
三
三
石
余
で
、
高
目
録
帳
の
長
井
の
高
辻
、
な
ら
び
に

三
公
外
史
(
凶
)
の
上
杉
領
目
録
の
長
井
の
そ
れ
に
一
致
す
る
。
そ
れ
故
こ
の
高
目
録
帳
の
長
井
の
高
辻
が
、
秀
吉
へ
の
届
高
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
文
禄
邑
鑑
の
長
井
は
略
一
七
万
九
三
四
二
石
、
同
じ
長
井
の
元
和
高
物
成
帳
か
ら
の
推
定
値
は
一
七
万
九
三
四
一
石
余
で
、
何

れ
も
高
目
録
帳
の
長
井
と
は
か
な
り
差
が
あ
る
。
こ
の
差
は
湯
原
の
高
の
見
積
違
い
で
説
明
で
き
る
高
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
一
事
で

も
吉
田
氏
の
届
出
説
は
否
定
さ
れ
る
。
邑
鑑
の
原
典
す
な
わ
ち
文
禄
邑
鑑
の
高
を
、
文
禄
検
地
の
高
の
変
更
に
利
用
し
た
と
い
う
な
ら
、

そ
れ
は
そ
の
通
で
あ
ろ
う
が
、
邑
鑑
を
文
禄
検
地
を
基
に
し
て
作
成
し
た
と
み
る
の
は
適
切
で
な
い
。
邑
鑑
で
は
な
く
文
禄
ロ
巴
鑑
と
し
て

も
同
様
で
あ
る
。
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米沢、田沢(立山)、成島の諸帳の高比較

(単位:石、小数点以下は斗・升・合)

諸帳 年不詳 文禄3年(1594) 慶長2年(1594) 元手Il元年(1615) 正保3年*(1646)
郷村 巴口 鑑 高目録帳 藤三郎帳 高物成帳 置腸郡御村帳

米沢町 114.99 

屋地 313，17 谷地 187.66 204.216 

殿内 413.65 外内 151.582 250.164 

米沢 1，446.38 外ニ 外ニ
矢子 52.39 矢子 52.39 成島の内

(城地等** 552.18) (糊(>l:**1，054.748) 

小計上446.38 小計 上446.38

(立山) 官官 LU 455.527 

1，280，524 l吹屋敷 452.670 

田沢 (田沢)
(立山)1， 630.45 

外ニ 349目926
(田沢)1，630.45

赤 芝 245.184

(立山) 1， 630.45 但、城林及び町 日田沢 l、252.961

屋敷の除地分 上 原 325.845

小計上630.45 入国沢 597.635 

成島 771.98 
824.37 

988.749 
内矢子 52.39 

771. 98 

表1

注) *寛永14年検地による届高を示す。**米沢城地・|司侍屋敷等の除地の高。元和元年は三ノ郭

経営で増大した米沢城等と米沢町とを含む高。

巴
鑑
の
村
高
と
高
目
録
帳
の
郷
村
高
と
は
、
同
高
の

場
合
が
多
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
伊
東
多
三
郎
も

指
摘
し
て
い
る
如
く
、
相
違
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

」
の
両
者
は
別
の
検
地
の
高
で
、
次
に
述
べ
る
如
く
、

そ
れ
を
米
沢
城
下
お
よ
び
そ
の
近
傍
で
み
る
と
、
高
目

録
帳
と
邑
鑑
と
の
高
の
新
旧
が
判
る
。

米
沢
城
下
の
場
合

(ー)

国
巴
鑑
と
高
目
録
帳
と
の
高
の
新
旧

邑
鑑
の
米
沢
が
一
四
四
六
石
三
斗
八
升
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
高
目
録
帳
で
地
域
的
に
こ
れ
に
該
当
す
る
の

は
米
沢
町
一
一
回
石
余
、
屋
地
(
谷
地
)
一
三
三
石
余
、

殿
内
(
外
内
)
四
一
三
石
お
よ
ぴ
成
鳥
へ
編
入
の
多
分

矢
子
五
二
石
余
で
あ
る
。
こ
の
高
目
録
帳
の
米
沢
町
に

屋
地
・
殿
内
お
よ
ぴ
矢
子
を
加
え
て
も
八
九
四
石
余
で
、

邑
鑑
の
米
沢
一
四
四
六
石
余
に
比
べ
五
五
二
石
余
た
り

な
い
(
表
1
1
そ
れ
故
、
米
沢
で
ロ
巴
鑑
と
高
目
録
帳
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と
は
大
差
が
あ
る
。
こ
の
不
足
分
は
別
の
拙
稿
五
)
で
述
べ
た
蒲
生
四
郎
兵
衛
の
米
沢
城
と
同
侍
屋
敷
と
に
相
当
す
る
高
外
除
地
の
高
で
、

伊
東
が
考
え
た
新
田
高
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
高
目
録
帳
で
は
こ
の
米
沢
城
の
外
、
若
松
・
二
本
松
・
白
川
・
守
山
な
ど
の
諸
城
と
そ
の
侍

屋
敷
と
が
明
ら
か
に
高
外
と
さ
れ
て
い
る
。
福
島
城
の
場
合
は
藤
三
郎
帳
に
高
目
録
帳
と
同
高
の
福
島
町
が
あ
る
の
に
、
別
に
福
島
城
跡

八
一
石
余
が
あ
る
故
(
表
3
)
、
高
目
録
帳
で
は
福
島
城
と
侍
屋
敷
と
が
高
外
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
若
松
・
二
本
松
な

ど
の
名
称
が
高
目
録
帳
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
と
き
若
松
お
よ
び
二
本
松
の
城
下
が
存
在
し
な
い
は
ず
は
な
い
。
塩
松
の
小
浜

城
(
凶
)
も
こ
の
時
高
外
と
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
米
沢
城
お
よ
ぴ
侍
屋
敷
が
文
禄
検
地
で
高
外
と
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な

ぃ
。
米
沢
町
と
成
島
以
外
は
表
2
で
み
ら
れ
る
如
く
、
米
沢
近
傍
で
高
目
録
帳
の
変
更
済
高
と
邑
鑑
の
高
と
が
大
方
向
高
な
い
し
近
似
高

の
各
郷
村
が
対
応
す
る
か
ら
、
邑
鑑
の
米
沢
一
四
四
六
石
余
は
、
谷
地
・
外
内
な
ど
の
高
の
外
、
米
沢
城
地
と
そ
の
侍
屋
敷
も
高
を
請
け

65 

た
結
果
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
筆
者
は
先
の
論
考
(
げ
)
で
、
米
沢
城
地
な
ど
が
高
を
請
け
た
の
は
何
時
の
検
地
か
を
検
討
し
て
み
た
。
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蒲
生
氏
に
替
わ
っ
て
上
杉
氏
が
会
津
に
入
る
と
、
す
ぐ
直
江
山
城
守
が
城
代
と
し
て
米
沢
城
に
入
る
が
、
そ
の
後
、
幕
末
ま
で
米
沢
城

が
無
主
の
城
に
な
る
と
き
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
蒲
生
・
上
杉
の
米
沢
城
な
ど
が
高
を
請
け
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
故
、
こ
こ
が

高
を
請
け
た
の
は
天
正
一
九
年
九
月
二
三
日
、
伊
達
政
宗
が
岩
出
山
へ
転
出
し
た
と
き
か
ら
、
同
年
一

O
月
中
旬
蒲
生
四
郎
兵
衛
が
入
城

す
る
ま
で
の
間
と
み
た
。
折
か
ら
長
井
で
は
秀
次
の
指
揮
下
で
、
松
下
・
山
内
な
ど
が
検
地
を
実
施
し
て
い
た
(
時
)
O

米
沢
の
天
正
検
地

の
検
地
帳
が
残
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
で
支
証
は
な
い
が
、
こ
の
と
き
米
沢
の
旧
城
下
で
検
地
を
行
な
っ
た
こ
と
は
充
分
に
推
察
し
う
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
で
城
地
な
ど
ま
で
高
を
請
け
一
四
四
六
石
余
と
な
り
、
後
に
文
禄
邑
鑑
に
も
載
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

同
年
一

O
月
中
旬
、
こ
の
米
沢
に
蒲
生
四
郎
兵
衛
が
き
て
、
米
沢
城
地
と
侍
屋
敷
と
は
高
外
と
さ
れ
た
。
文
禄
三
年
の
検
地
の
と
き
に
は

谷
地
や
外
内
は
分
立
し
て
い
た
か
、
そ
の
と
き
分
立
し
て
、
米
沢
町
・
谷
地
お
よ
び
外
内
は
別
個
に
高
を
請
け
た
。
た
だ
し
外
内
は
検
地

高
が
四
一
七
石
余
で
あ
っ
た
が
、
三
石
余
の
出
高
が
削
ら
れ
た
と
み
え
、

四
一
三
石
余
に
変
更
さ
れ
た
。
谷
地
お
よ
び
外
内
は
天
正
検
地

の
と
き
に
既
に
別
冊
の
検
地
帳
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
後
帳
面
分
け
を
し
て
、
文
禄
検
地
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
す

で
に
矢
子
も
成
島
に
編
入
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
高
目
録
帳
の
米
沢
町
・
屋
地
お
よ
び
殿
内
の
高
は
新

高
で
、
他
方
、
ロ
巴
鑑
の
米
沢
の
高
は
、
蒲
生
四
郎
兵
衛
入
城
前
の
高
で
、
新
高
よ
り
旧
く
、
旧
高
で
あ
ろ
う
。

(二)

米
沢
城
下
の
拡
張
と
巴
鑑
の
高
の
悉
離

慶
長
二
二
j

一
四
年
の
三
ノ
郭
経
営
で
は
、
谷
地
お
よ
び
外
内
の
各
一
部
が
米
沢
城
下
に
編
入
さ
れ
、
こ
の
編
入
地
の
一
部
と
従
前
の

町
屋
の
東
側
の
河
原
表
と
に
新
町
屋
を
割
り
付
け
た
。
そ
こ
に
桐
町
か
ら
馬
口
労
町
ま
で
の
町
屋
を
移
転
さ
せ
、
従
前
の
町
屋
跡
地
は
三

ノ
郭
の
内
で
侍
屋
敷
と
さ
れ
、
高
外
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
移
転
後
の
米
沢
町
だ
け
で
一
四
四
六
石
余
と
な
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
と
い
う
の
は
米
沢
一
四
四
六
石
余
は
米
沢
城
等
の
ほ
か
、
谷
地
お
よ
び
外
内
全
域
を
含
ん
で
の
高
で
あ
る
の
に
、
谷
地
・
外
内
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表 2 米沢城下とその近傍の邑鑑と高目録帳の比較

(単位:石、小数点以下は斗・升)

巴口 鑑 元和高物成帳
高目録帳 文禄検地高

変更分
(変更済高) (変更前高)

l 遠 山 1，708.28 同左 1，078.28 同左 土 0

2 古志田 922.78 同左 922.76 同左 士。
3 笹 野 1，590.63 同左 1，590.63 1，604.64 14.01 

4 李 山 1，529.27 同左 1，529.22 l、557.87 28.65 

5 山上 1， 934. 54 同左 1， 934. 54 1、943.46 8.92 

6 福 田 1，005.99 同左 1，005.99 1，019.39 13.40 

7 花沢 1，277.41 同左 1，277.41 1，316.28 -38.87 

8 塩野 4，374.66 同左 4‘374.66 4，398.29 23.63 

9 成 島 771. 98 同左 824.37 847.58 -23.21 

10 築 沢 866.89 868.81 866.59 l‘024.74 一158.15

11 小野川 272.34 同左 272.34 307.10 -34.76 

12 田沢 1，630.45 同左 立LU1，630.45 l‘771. 64 -141.19 

13 藤 泉 1，151. 71 同左 1.151.71 1，170.22 -18.51 

14 宮井 887.59 阿左 887.59 887.59 士。
15 中田 523.82 同左 523.82 528.24 - 4.42 

16 轟 475.78 同左 若宮とどろき 364.63 ム+111.15 
475.78 

17 下小管 716.67 問左 719.67 728.56 - 8.89 

18 上平柳 423.23 同左 366.03 381.03 -15.00 

19 米 沢 1，446.38 米沢町114.99 同左 :!: 0 

20 谷地 187.66 屋地 313.17 同左 士。
21 外内 151.582 殿内 413.65 417.13 - 3.48 

22 城地侍町等一 (552.18) (同左)

長井の帳尻合 177，807.37 177，055.79 177 ，933. 76 ※180，395.817 -2，462.057 

同上補正高 *179，342.699 *179‘341. 998 

t主*天正19年検地結果の近似値(文禄邑鑑の長井の近似高なるべし)

※合位まであるのは下長井生歩の検地高284石5斗4升7合を含むためなり O

ム轟364石6年3升に若宮検地帳分111石 I年5升を追加したと見られる。

(若宮の文字がとどろきに書き加えられたとみられる事などによる推定)
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の
高
の
う
ち
計
三
一
八
七
石
余
は
米
沢
城
下
に
編
入
さ
れ
て
も
、
少
な
く
と
も
谷
地
村
一
八
七
石
余
、
外
内
村
一
五
一
石
余
は
元
和
高
物
成

帳
(
印
)
が
一
不
す
如
く
、
残
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
(
表
1
・
図
参
照
)
0

米
沢
城
下
の
こ
の
拡
張
に
関
し
、
『
藩
制
成
立
史
の
綜
合
研
究
米
沢
藩
』
(
初
)
で
は
「
蒲
生
城
下
で
は
一
一
四
石
余
、
直
江
城
下
で
は
管

見
談
に
よ
れ
ば
一
一
一
一
七
石
余
で
あ
っ
た
か
ら
、
上
杉
氏
の
一
四
四
六
石
余
は
直
江
時
代
の
数
倍
に
当
り
(
中
略
)
町
分
の
拡
大
を
一
不
す
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
直
江
は
上
杉
家
臣
筆
頭
の
山
城
守
で
あ
る
が
、
そ
の
城
下
が
慶
長
六
年
以
降
上
杉
氏
の
城
下
と
な
り
、
慶
長
一

O

年
代
後
半
に
は
直
江
時
代
の
数
倍
に
町
分
が
増
大
し
た
と
の
趣
旨
と
読
め
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
の
直
江
城
下
の
高
は
校
正
の
誤
で
あ

ろ
う
。
管
見
談
(
幻
)
の
「
高
領
三
十
七
石
」
は
、
そ
の
物
成
が
一
五

O
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も

J
邑
二
百
三
十
七
石
」
と
推
定
さ
れ
、

石
田
名
助
記
録
(
幻
)
で
明
か
な
如
く
、
慶
長
三
年
の
検
地
で
つ
二
二
七
石
余
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
町
分
の
拡
大
」
で
一
四
四
六
石
余
と
な

っ
た
と
み
る
の
は
誤
解
で
あ
る
。
伊
東
や
藩
制
成
立
史
の
こ
の
部
分
の
執
筆
者
は
、
元
和
高
物
成
帳
を
み
て
い
な
い
と
み
え
る
(
表
2
)
0

米
沢
城
下
は
正
保
園
絵
図
写
で
「
米
沢
城
」
と
の
み
注
記
さ
れ
、
他
の
郷
村
と
違
っ
て
高
の
添
書
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
正
保
三
年
羽
州

置
賜
郡
郷
村
帳
に
も
米
沢
町
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
元
和
高
物
成
帳
で
は
米
沢
町
・
信
夫
郡
土
湯
村
・
伊
達
郡
玉
野
村
の
名
が
な
い
。

土
湯
は
嘗
て
無
高
だ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
米
沢
町
は
天
保
郷
帳
・
旧
高
旧
領
取
調
帳
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
慶
長
六
年
米
沢
城

が
本
城
と
な
っ
た
と
き
に
か
、
ま
た
三
ノ
郭
経
営
で
の
町
屋
の
強
制
移
転
の
と
き
の
何
れ
か
に
、
無
高
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
塩
松

の
小
浜
町
で
は
、
上
館
城
下
の
小
浜
城
下
へ
の
強
制
移
転
で
、
諸
役
免
許
な
ど
の
扱
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
事
例
(
お
)
も
あ
る
c

し
か
ら

ば
無
高
の
米
沢
町
が
一
四
四
六
石
余
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
と
き
の
邑
鑑
の
米
沢
の
高
は
、
そ
の
実
態
と
甚
だ
し
く
議
離
し

て
い
た
。
そ
れ
は
慶
長
一
三
年
以
前
で
も
、
同
三
年
検
地
で
米
沢
町
は
三
三
七
石
余
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
き
く
誰
離
し
て
い
た
。
こ
の
一
一
一

三
七
石
余
は
実
高
で
、
表
高
は
一
一
四
石
余
で
あ
ろ
う
か
ら
い
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
。



四

立
山
(
田
沢
村
)
と
高
の
新
旧

邑
鑑
の
田
沢
村
一
六
三

O
石
余
は
高
目
録
帳
の
立
山
と
同
高
で
、
こ
の
両
帳
と
前
に
掲
げ
た
図
と
で
、
立
山
近
傍
の
郷
村
の
高
を
対
比

田
沢
村
が
立
山
に
該
当
す
る
事
は
容
易
に
判
る
。
こ
の
立
山
は
米
沢
城
下
の
西
に
接
す
る
郷
村
で
、
後
年
、
館
山
・
吹
屋

か
み
は
ら

敷
・
赤
芝
・
口
田
沢
・
上
原
お
よ
び
入
国
沢
に
分
け
ら
れ
る
。
立
山
は
館
山
の
音
に
当
て
た
当
字
で
、
高
目
録
帳
に
は
同
類
の
当
字
が

し
て
み
る
と
、
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度
々
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
立
山
の
名
は
口
田
沢
東
端
の
字
長
嶺
山
二
の
城
山
か
ら
出
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
城
山
は
大
樽
川
と
小
樽

川
と
に
狭
ま
れ
た
高
位
の
段
正
の
北
東
端
に
あ
り
、

か
つ
て
館
山
城
が
あ
り
、
新
田
景
綱
が
居
城
し
た
と
い
う
。
付
近
の
低
位
の
段
正
上

に
は
景
綱
が
隠
居
し
た
笹
平
が
あ
る
(
図
参
照
)
。
正
保
城
絵
図
(
M
)
で
は
こ
の
城
山
に
古
城
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
正
保
期
の
館
山
村
の

主
部
は
大
樽
川
以
東
並
松
ま
で
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
古
城
の
注
記
は
な
い
。
口
田
沢
の
主
部
は
こ
の
城
山
以
西
の
小
樽
川
筋
に
あ
る
が
、

大
樽
川
を
束
に
越
え
た
吹
屋
敷
の
北
東
や
矢
来
町
の
南
西
に
も
そ
の
飛
地
が
あ
り
、
元
口
田
沢
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
田
沢
が
小

樽
川
筋
だ
け
で
な
く
、
吹
屋
敷
・
館
山
付
近
に
ま
で
拡
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

(一)

立
山
の
侍
屋
敷

慶
長
二
年
の
立
山
は
藤
三
郎
帳
で
明
か
で
あ
る
が
、
高
は
一
二
八

O
石
余
、
外
に
城
林
お
よ
び
町
屋
敷
合
三
四
九
石
余
の
高
外
地
が
あ

る
。
こ
の
城
林
は
後
の
並
松
で
、
町
屋
敷
は
館
山
の
侍
屋
敷
で
あ
る
。
同
じ
藤
三
郎
帳
の
信
夫
郡
大
森
町
屋
敷
三
五
石
は
、
高
目
録
帳
の

大
森
の
次
に
記
さ
れ
た
「
同
侍
屋
敷

六
三
石
」
に
該
当
す
る
。
そ
れ
は
邑
鑑
の
大
森
村
内
の
四
郷
村
中
小
島
田
が
全
部
給
地
で
藤
三
郎

帳
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
帳
の
前
回
は
高
目
録
帳
の
前
田
と
同
高
で
あ
り
、
大
森
は
高
目
録
帳
の
大
森
と
五
升
差
が
あ
る
だ
け
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だ
か
ら
で
あ
る
。
大
森
侍
屋
敷
六
三
石
の
内
に
は
旧
大
森
城
地
も
含
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
何
か
事
情
が
あ
っ
て
三
五
石
に



減
少
し
て
い
た
。
こ
の
大
森
町
屋
敷
は
当
時
す
で
に
元
町
屋
敷
に
変
わ
っ
て
い
た
が
、
元
来
は
立
山
の
町
屋
敷
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
町
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屋
敷
は
、
給
地
に
所
在
す
る
在
郷
の
屋
敷
に
対
し
、
城
下
の
町
で
貰
っ
て
い
る
屋
敷
の
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
町
屋
す
な
わ
ち
後
年
の
町
人

の
町
屋
敷
と
は
別
で
あ
る
(
表
1
1

文
禄
期
の
立
山
は
蒲
生
四
郎
兵
衛
扱
の
倉
入
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
が
米
沢
城
下
の
侍
屋
敷
と
城
林
に
さ
れ
た
。
城
林
は
元
来
は
防
禦

用
施
設
の
樹
林
で
あ
る
。
立
山
の
侍
屋
敷
は
城
下
の
館
山
口
か
ら
西
に
細
長
く
延
び
て
館
山
屋
代
町
に
至
る
地
区
で
あ
る
。
正
保
城
絵
図

で
は
そ
の
大
部
分
が
足
軽
町
で
、
西
端
付
近
の
み
侍
町
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
米
沢
藩
領
絵
図
(
正
保
園
絵
図
写
)
(
お
)
・
米
沢
領
元
禄

御
絵
図
な
ど
で
も
そ
こ
は
米
沢
城
下
の
一
部
と
し
て
、
そ
の
西
方
に
柄
杓
の
取
手
の
よ
う
な
形
に
細
長
く
突
出
し
て
い
る
(
お
も
享
保
の

米
沢
城
下
絵
図
(
幻
)
で
は
矢
来
町
の
北
と
南
と
に
北
新
町
・
南
新
町
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
城
下
の
内
で
、
侍
屋
敷
が
拡
大
し
た

こ
と
を
示
す
。
こ
の
館
山
の
侍
屋
敷
は
、
享
保
一

O
年
の
岩
瀬
記
録
の
御
城
下
屋
敷
数
並
町
数
書
上
帳
(
お
)
で
も
明
か
で
あ
る
が
、

の
人
が
記
述
し
て
い
る
如
き
原
方
衆
の
屋
敷
で
は
な
い
。
こ
の
書
上
帳
に
「
城
下
の
武
家
屋
敷
」
と
し
て
、
館
山
一
ノ
坂
町
・
館
山
二
ノ 部

坂
町
・
館
山
片
町
・
館
山
屋
代
町
・
矢
来
町
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。
町
名
に
館
山
を
冠
し
て
い
る
の
は
並
松
以
西
の
み
で
あ
る
が
、
並

松
以
東
の
矢
来
町
も
か
つ
て
立
山
の
内
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
矢
来
町
の
東
に
接
し
て
館
山
口
が
あ
る
。
館
山
口
以
東
が
元
来
の

米
沢
城
下
で
あ
る
。
福
島
城
下
で
も
庭
坂
口
・
太
田
口
な
ど
の
名
称
が
近
年
ま
で
残
っ
て
い
た
知
く
、
館
山
口
の
名
は
米
沢
城
下
か
ら
館

山
へ
の
道
の
出
口
に
当
た
る
こ
と
を
示
す
。

(二)

上
杉
領
の
館
山
と
高
の
新
旧

慶
長
三
年
米
沢
が
上
杉
領
と
な
る
と
、
直
江
山
城
守
の
扶
持
方
が
こ
の
館
山
に
も
入
っ
た
。
そ
れ
は
致
知
嚢
(
却
)
に
「
米
沢
は
御
移
園

以
来
小
知
之
者
共
井
ニ
御
扶
持
方
の
者
直
江
兼
続
ニ
随
勤
城
下
並
ニ
伶
小
両
所
一
一
居
住
、
是
を
山
城
扶
持
方
と
云
」
と
あ
る
の
で
察
知
で
き
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邑鑑系譜、高目録帳、藤三郎l阪の比較

(単位:石、小数点以下は斗・升・合)

巴に 3 鑑 元和高物成帳 高目録 l帳 藤三郎帳

上長井田沢 1，630.45 1，630.45 立山 1，630.45 立山1，280.524

信夫 福島 759.53 759.53 759.53 759.530 

信夫福島城跡 81.833 

信夫 土舟 449.00 449.00 449.14 449.23 

信夫方木回 531.66 531.66 597.61 531.667 

表3

る
。
た
だ
し
致
知
嚢
で
は
城
下
と
館
山
と
を
区
別
し
て
い
る
が
、
そ
の
館
山
を
原
方
と
み
て
い
る
訳
で

は
な
い
。
こ
の
館
山
も
館
山
村
全
般
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
館
山
の
侍
屋
敷
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
先
、
蒲
生
秀
行
の
宇
都
宮
移
封
に
際
し
、
蒲
生
四
郎
兵
衛
も
多
数
の
家
臣
に
暇
を
出
し
た

か
ら
、
米
沢
に
残
留
す
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
秀
行
は
会
津
領
九
二
万
石
か
ら
一
八
万
石
に
減
石

さ
れ
て
の
移
封
で
あ
る
故
、
人
員
整
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
み
え
る
。
当
時
で
も
館
山
は
小
身
者
の

多
い
侍
屋
敷
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
小
身
者
は
こ
と
に
多
く
暇
を
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
西
村
由
緒

室
田
(
初
)
に
「
四
郎
兵
衛
様
家
来
浪
人
共
多
数
米
沢
に
残
り
居
ル
、
是
を
先
方
衆
と
云
」
と
あ
る
。
先
方

衆
は
外
様
の
意
で
あ
る
が
、
直
江
の
長
井
郡
分
限
帳
に
も
先
方
衆
が
一
六
人
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
る
故
、

館
山
に
も
蒲
生
浪
人
が
残
っ
て
、
直
江
の
家
臣
に
な
っ
た
者
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

慶
長
六
年
の
上
杉
氏
の
削
封
で
は
、
こ
の
先
方
衆
は
全
部
暇
を
出
さ
れ
た
が
、
会
津
か
ら
移
る
家
臣

は
館
山
を
含
む
米
沢
城
下
に
収
容
し
き
れ
ず
、
南
原
・
東
原
そ
の
他
に
も
、
こ
の
城
下
の
侍
屋
敷
数
の

半
数
ほ
ど
の
新
屋
敷
地
を
開
設
し
居
住
さ
せ
た
。
こ
れ
は
原
方
衆
の
誕
生
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
事
情

で
、
館
山
の
侍
屋
敷
が
慶
長
三
年
以
降
も
侍
屋
敷
で
な
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か

ら
ば
慶
長
二
年
の
立
山
二
一
八

O
石
余
が
、
慶
長
三
年
以
降
の
慶
長
期
に
一
六
三

O
石
余
に
逆
戻
り
す

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
邑
鑑
に
田
沢
村
一
六
二
一

O
石
余
と
あ
る
が
、
そ
の
田
沢
の
村
名
も

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
高
一
六
一
二

O
石
余
が
立
山
の
実
態
に
合
致
し
て
い
た
と
は
認
め
難
い
。

伊
東
多
三
郎
は
こ
の
立
山
に
つ
い
て
「
米
沢
の
発
展
に
つ
れ
て
館
山
の
衆
落
の
一
部
は
城
下
の
中
に
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そ
の
時
期
は
慶
長
十
四
年
か
ら
同
十
五
六
年
に
か
け
た
藩
の
城
下
拡
大
と
区
画
整
理
が
進
み
、

込
ま
れ
た
時
と
考
え
ら
れ
(
中
略
)
邑
鑑
作
成
時
を
判
定
す
る
有
力
な
支
証
I

」
(
出
)
と
述
べ
て
い
る
。

入
っ
た
が
、

近
接
の
部
落
が
城
下
に
繰
り

し
か
し
前
述
の
如
く
立
山
の
町
並

が
米
沢
城
下
に
繰
り
込
ま
れ
た
の
は
、
慶
長
二
年
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
東
は
藤
三
郎
帳
の
立
山
の
注
記
「
城
林
取
町
屋
敷
ニ
引
」
も

見
落
と
し
た
と
み
え
る
。
特
に
後
者
は
丁
度
綴
り
合
わ
せ
目
に
隠
れ
た
小
さ
い
文
字
で
、
写
真
や
コ
ピ
ー
で
も
う
ま
く
は
出
な
い
記
事
だ

か
ら
で
あ
ろ
う
。
館
山
の
町
並
の
「
城
下
へ
の
繰
込
」
は
、
慶
長
一
四
年
の
三
ノ
郭
経
営
に
は
関
わ
り
が
な
い
故
、
慶
長
一

0
年
代
後
半

と
仮
定
す
る
邑
鑑
の
作
成
年
代
判
定
の
支
証
に
な
る
訳
は
な
い
。

慶
長
二
年
の
立
山
が
一
二
八

O
石
余
で
あ
る
こ
と
は
、
高
目
録
帳
系
譜
の
高
が
、
文
禄
検
地
施
行
後
年
月
が
た
つ
に
つ
れ
、
邑
鑑
の
高

と
の
議
離
が
増
大
す
る
こ
と
を
示
す
。
信
夫
郡
福
島
村
で
も
藤
三
郎
帳
で
は
福
島
町
の
外
に
、
多
分
文
禄
四
年
の
廃
城
で
高
を
請
け
た
福

島
城
跡
八
一
石
余
が
あ
り
、
こ
れ
を
併
せ
た
福
島
は
、
高
目
録
帳
の
福
島
よ
り
こ
の
城
跡
の
高
だ
け
多
く
、
邑
鑑
の
高
と
の
希
離
が
大
き

く
な
っ
た
。
信
夫
郡
方
木
田
で
は
文
禄
検
地
で
多
分
寺
領
も
高
を
請
け
た
が
、
後
、
除
地
に
一
戻
さ
れ
た
と
み
え
て
、
藤
三
郎
帳
で
は
邑
鑑

と
略
同
高
に
な
っ
た
。
こ
の
特
例
を
除
く
と
立
山
・
福
島
の
外
に
も
高
目
録
帳
よ
り
藤
コ
一
郎
帳
の
高
が
、
邑
鑑
の
高
と
の
差
が
大
き
い
事

例
が
あ
る
。
元
来
、
高
目
録
帳
は
邑
鑑
と
は
異
系
譜
で
あ
る
が
、
多
く
の
郷
村
で
同
高
で
あ
る
故
、
こ
の
差
の
増
大
は
口
巴
鑑
の
高
が
文
禄

検
地
以
前
の
高
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
慶
長
期
に
は
同
三
年
、
同
一
二
年
な
ど
一
部
の
郷
村
で
検
地
を
行
な
っ
た
が
、
総
検
地

は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
尚
の
こ
と
で
あ
る
。

邑
鑑
の
上
長
井
田
沢
村
と
高
目
録
帳
の
立
山
の
高
と
が
同
高
で
あ
っ
て
も
、
元
来
、
文
禄
検
地
の
立
山
は
一
七
七
一
石
余
で
邑
鑑
と
は

大
差
が
あ
っ
た
。
検
地
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
藤
泉
の
例
で
み
る
と
、
こ
の
一
七
七
一
石
余
が
立
山
の
実
高
で
あ
る
。
こ
の
内
城
林
・
町
屋

敷
の
実
高
を
差
し
引
い
て
も
一
六
二
一

O
石
余
と
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
巴
鑑
の
田
沢
村
の
高
は
米
沢
と
同
様
そ
の
実
態
と
大



き
く
話
離
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
立
山
の
文
禄
検
地
の
新
高
は
一
七
七
一
石
余
、
そ
の
届
高
は
一
六
三

O
石
余
で
あ
る
が
、
口
巴
鑑
の
田

沢
村
一
六
三

O
石
余
は
旧
高
で
あ
る
(
表
2
i
3
)
。

五

成
島
と
高
の
新
旧

成
島
は
ロ
巳
鑑
で
七
七
一
石
余
で
あ
る
が
、
高
日
誌
帳
で
は
検
地
高
の
八
四
七
石
余
が
抹
消
さ
れ
、
八
二
四
石
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
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成
島
は
米
沢
城
下
の
北
西
方
に
あ
り
、
こ
の
城
下
の
出
口
の
一
つ
の
成
島
町
か
ら
北
西
に
延
ぴ
る
街
道
で
塩
野
村
を
横
断
し
、
鬼
面
川
を

越
え
る
と
成
島
村
に
入
る
。
こ
こ
は
上
杉
家
で
も
崇
敬
し
た
成
島
八
幡
神
社
が
あ
る
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
成
島
の
南
西
は
成
島
矢

子
町
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
田
二
年
館
山
矢
子
町
と
改
称
さ
れ
た
。
近
世
の
矢
子
村
は
こ
こ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
大
橋
川
と
小
樽
川
と
の
合

流
点
付
近
の
北
方
に
あ
り
、
こ
こ
も
元
来
の
米
沢
城
下
と
は
接
続
し
て
い
な
い
。
そ
の
北
方
の
石
切
山
に
矢
子
城
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

矢
子
城
は
館
山
城
と
と
も
に
、
伊
達
氏
の
米
沢
城
よ
り
這
か
に
古
い
古
城
で
あ
る
(
図
参
照
)
。

こ
の
矢
子
城
に
関
す
る
吉
田
東
伍
の
大
日
本
地
名
辞
書
の
記
事
は
、
多
少
補
足
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
『
信
達
郡
村
史
』
か
ら
の
引
用

文
は
、
出
典
を
福
島
城
相
伝
(
き
と
し
て
い
る
が
、
同
書
で
は
「
伊
達
輝
宗
同
政
宗
米
沢
城
(
矢
子
の
城
と
云
)
に
住
し
」
と
あ
る
。
郡

村
志
の
編
者
す
な
わ
ち
元
米
沢
藩
儒
者
中
川
英
右
は
、
こ
れ
を
一
部
補
正
し
て
「
子
輝
宗
孫
政
宗
米
沢
矢
子
の
城
(
成
鳥
村
)
に
あ
り
」

と
し
た
。
確
か
に
矢
子
城
は
成
島
に
あ
る
が
、
こ
こ
は
輝
宗
・
政
宗
の
居
城
で
は
な
い
。
ま
た
大
日
本
地
名
辞
書
に
は
矢
子
山
は
館
山
南

方
の
山
と
あ
る
が
是
も
誤
記
だ
ろ
う
。
『
郷
村
手
引
』
(
ぎ
に
は
近
火
の
際
に
御
廟
を
守
る
た
め
、
吹
屋
敷
・
館
山
お
よ
び
矢
子
の
三
村
か

ら
人
夫
を
出
す
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。
矢
子
と
館
山
と
は
近
接
す
る
が
別
の
村
で
あ
る
。
館
山
矢
子
町
の
西
に
接
し
て
口
田
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沢
字
矢
子
境
が
あ
り
、
成
島
の
石
切
町
付
近
に
字
矢
子
町
西
側
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
昭
和
六
年
修
正
の
五
万
分
の
一
地
形
図
米
沢
で
は
、
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現
館
山
矢
子
町
の
位
置
に
「
矢
子
」
の
注
記
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
近
世
の
矢
子
村
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
他
方
、
館
山
村
地
内

に
は
矢
子
山
に
見
合
う
地
名
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
矢
子
山
は
館
山
矢
子
町
の
北
方
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

成
島
は
文
禄
検
地
以
前
に
矢
子
五
二
石
余
を
編
入
し
て
い
て
、
検
地
高
が
八
四
七
石
余
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
二
三
石
余
は

出
高
と
み
ら
れ
、
成
島
の
高
の
変
更
で
は
こ
の
出
高
を
削
っ
て
、
八
二
四
石
余
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
天
正
検
地
後
三
年
の
新
検
地
の
出

高
は
容
易
に
判
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
文
禄
三
年
の
成
島
は
八
四
七
石
余
が
実
高
、
八
二
四
石
余
が
届
高
で
と
も
に
新
高
で
、
邑
鑑
の
成
島

七
七
一
石
余
と
矢
子
五
二
石
余
と
は
旧
高
で
あ
る
(
表
1
)
。

こ
の
矢
子
を
米
沢
か
ら
成
島
へ
の
編
入
地
と
み
る
根
拠
は
、
①
近
世
の
矢
子
村
が
成
島
と
は
別
村
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
米
沢
か
ら
成
島

に
編
入
し
て
も
成
島
に
飛
地
が
で
き
た
形
跡
が
な
い
こ
と
、
③
他
に
も
例
が
あ
っ
て
、
米
沢
に
か
つ
て
飛
地
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い

こ
と
、
④
米
沢
近
郊
で
は
邑
鑑
と
高
目
録
帳
と
の
高
が
お
お
む
ね
石
以
上
で
一
致
す
る
の
に
、
成
島
だ
け
が
邑
鑑
よ
り
五
二
石
余
多
い
。

こ
れ
が
伊
達
氏
時
代
の
西
米
沢
の
地
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
場
合
も
慶
長
期
の
成
島
が
、
ロ
巴
鑑
の
七
七
一
石
余
で
は
、
当
時
の
実
態
と
大
き
な
議
離
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
を
伊
東

多
三
郎
は
慶
長
一
四
年
以
降
「
米
沢
の
中
に
(
中
略
)
米
沢
西
郊
の
成
島
の
一
部
も
入
れ
」
と
し
孟
)
、
さ
ら
に
外
内
・
谷
地
も
全
域
米

沢
城
下
に
編
入
し
た
と
考
え
た
。
そ
う
考
え
た
の
は
邑
鑑
の
高
お
よ
び
家
数
人
数
を
慶
長
一

0
年
代
後
半
の
実
態
と
み
た
た
め
で
な
ろ
う
。

し
か
し
伊
達
郡
玉
野
村
以
外
の
邑
鑑
の
数
字
は
慶
長
期
の
資
料
で
な
い
故
、
こ
こ
で
も
歴
史
の
推
移
を
逆
に
考
え
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

....... 
J、

南
原
等
と
高
の
新
旧

南
原
は
米
沢
城
下
南
方
の
松
川
扇
状
地
扇
央
部
で
、
慶
長
六
年
ま
で
は
お
お
む
ね
山
林
原
野
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
扇
状
地
の
湧
泉
帯
は
そ



宇田

'eueも
わ
、
歩
合

の
北
方
元
笹
野
村
地
内
の
泉
町
や
福
田
村
南
部
の
大
清
水
付
近
に
か
か
る
。
南
原
の
大
部
は
李
山
・
笹
野
地
内
で
、

や
ま
が
み

一
部
山
上
村
に
及

ん
だ
。
慶
長
六
年
の
削
封
で
会
津
か
ら
引
移
っ
た
諸
士
を
、
米
沢
城
下
ば
か
り
で
な
く
、
南
原
・
東
原
そ
の
他
に
も
屋
敷
割
を
し
て
居
住

さ
せ
、
減
俸
を
補
う
為
開
拓
も
や
ら
せ
た
。
そ
れ
が
達
三
開
(
き
で
、
そ
こ
に
原
衆
す
な
わ
ち
原
方
衆
が
い
た
。
南
原
で
は
南
原
五
ヶ
町

や
六
十
在
家
町
が
あ
る
が
(
図
参
照
)
、
正
保
園
絵
図
写
で
は
そ
こ
は
皆
足
軽
屋
敷
で
あ
る
。
そ
の
後
、
人
も
入
り
替
わ
り
身
分
も
変
わ

近世初頭の米沢城下とその近傍との歴史地理的管見

っ
て
、
天
保
頃
に
は
扶
持
方
や
上
士
の
三
手
が
多
く
、
足
軽
は
僅
少
と
な
っ
た
。

し
ん
ま
ち
い
な
わ
し
ろ

南
原
五
ヶ
町
の
内
、
石
垣
町
・
新
町
・
猪
苗
代
町
お
よ
び
横
堀
町
は
李
山
地
内
で
あ
る
が
、
笹
野
町
は
笹
野
地
内
で
あ
る
。
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
屋
代
郷
が
幕
領
と
な
り
、
同
郷
長
手
村
在
住
の
在
郷
家
臣
を
移
し
て
聞
か
れ
た
長
手
新
田
も
笹
野
地
内
で
あ
る
。
そ
の
東

方
の
芳
泉
町
で
は
、
六
十
在
家
・
下
ノ
町
な
ど
が
、
字
東
山
上
境
な
ど
の
配
置
で
み
る
と
(
図
参
照
)
、
山
上
・
笹
野
両
村
界
に
接
し
た

東
側
の
山
上
地
内
に
開
設
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

慶
長
一
四
年
五
月
の
直
江
兼
続
状
留
(
お
)
に
「
李
山
菜
園
に
十
骨
候
者
、
其
分
に
て
在
度
望
候
哉
尤
ニ
候
」
と
あ
り
、
米
沢
雑
事
記
長
)

で
は
原
方
全
般
に
つ
き
「
屋
し
き
の
間
口
広
け
れ
ば
隣
へ
遠
く
浦
へ
は
住
程
も
手
か
ら
次
第
に
墾
候
へ
と
被
申
渡
、
依
て
面
々
の
勝
手
を

つ
か
ま
つ
る

以
た
と
ひ
屋
敷
つ
づ
き
の
外
成
共
見
立
候
て
年
々
回
畠
に
た
が
や
す
(
中
略
)
去
程
に
小
身
の
輩
何
か
と
相
続
き
御
奉
公
仕
事
」
と
述
べ

て
い
る
。
原
方
で
耕
作
を
行
な
っ
て
暮
向
が
安
定
し
て
い
た
か
ら
、
慶
長
一
四
年
三
ノ
郭
経
営
時
で
も
城
下
の
狭
い
屋
敷
に
入
る
よ
り

「
其
分
に
て
在
度
」
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
米
沢
城
下
で
も
侍
屋
敷
地
内
に
作
物
を
栽
培
す
る
人
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
城
下
の
小
身
者
の
屋
敷
は
狭
い
故
、
収
穫
も
充
分
に
は
得
ら
れ
ず
「
城
下
の
お
か
ゆ
腹
」
と
い
わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
原
方
で
は

「
原
方
衆
筋
力
三
倍
城
下
之
士
」
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
較
差
が
出
た
(
お
)
O

因
に
こ
の
原
方
屋
敷
を
城
下
と
み
る
人
(
ぎ
が
あ
る
が
、
上
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記
の
件
で
も
判
る
知
く
原
方
は
城
下
で
は
な
い
。
前
述
の
享
保
一

O
年
の
岩
瀬
小
右
衛
門
記
録
で
も
、
原
方
と
城
下
と
は
明
確
に
区
別
さ



れ
て
い
る
。
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こ
の
原
方
衆
の
屋
敷
と
そ
の
扶
持
高
に
見
合
う
田
畠
と
は
免
租
地
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
開
拓
し
た
土
地
は
米
沢
雑
事

記
に
「
達
三
開
と
て
御
年
貢
か
ろ
し
」
と
あ
る
如
く
、
割
安
で
は
あ
る
が
年
貢
を
納
め
た
と
み
え
る
。
そ
れ
は
亨
和
二
年
(
一
八

O
二
)

の
李
山
村
水
帳
(
羽
)
で
も
判
る
。
こ
の
水
帳
記
載
の
奉
公
人
聞
の
内
に
は
、
高
内
引
も
あ
る
か
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、

一
部
で
は
年
貢
を

納
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
慶
長
一

0
年
代
後
半
に
は
鍬
下
年
期
も
明
け
、

一
部
で
高
を
請
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
史
料
不
足
で
明
ら
か

に
で
き
な
い
。
た
だ
し
新
田
が
高
を
受
け
て
も
す
ぐ
本
高
が
変
わ
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
邑
鑑
の
高
と
の
誰
離
が
増
大
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
こ
の
李
山
は
文
禄
検
地
で
一
五
五
七
石
余
と
な
り
、
高
目
録
帳
で
は
変
更
で
一
五
二
九
石
二
斗
二
升
と
さ
れ
、
こ
れ
が

届
高
と
な
っ
た
。
他
方
自
鑑
の
李
山
は
一
五
二
九
石
二
斗
七
升
、
元
和
高
物
録
帳
で
も
こ
れ
と
同
高
で
、
文
禄
検
地
の
届
高
よ
り
五
升
多

ぃ
。
こ
れ
は
僅
少
の
差
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
重
大
で
あ
る
。
実
高
と
は
二
八
石
余
の
差
が
あ
る
。

東
原
で
は
花
沢
八
町
・
山
上
二
町
な
ど
で
南
原
と
同
様
に
原
方
衆
に
よ
り
開
拓
が
進
め
ら
れ
た
が
、
上
記
と
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
(
図
参
照
)
。
そ
の
花
沢
・
山
上
と
も
邑
鑑
と
高
目
録
帳
の
変
更
済
高
は
同
高
で
あ
る
。
し
か
し
変
更
前
は
可
成
の
差
が
あ
っ
た
(
表

2
1
李
山
の
場
合
は
変
更
済
高
で
も
差
が
あ
る
。

遠
山
村
で
は
邑
鑑
で
一

O
七
八
石
余
、
高
目
録
帳
も
同
高
で
あ
る
が
、
李
山
と
同
様
に
遠
山
・
笹
野
・
花
沢
お
よ
び
山
上
な
ど
も
み
な

邑
鑑
の
高
が
旧
高
、
高
目
録
帳
の
高
が
新
高
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七

慶
長
六
年
以
降
の
米
沢
地
方
と
高
目
録
帳

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
邑
鑑
の
高
と
実
態
と
の
議
離
は
、
慶
長
六
年
以
降
の
邑
鑑
編
纂
に
高
目
録
帳
を
使
わ
ず
、
文
禄
邑
鑑
を
用
い
た
た



め
起
こ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
文
禄
邑
鑑
は
慶
長
末
期
に
も
米
沢
地
方
に
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
の
は
、
後
述
の
通
で
あ
る
。
か
く
し
て
例

え
ば
文
禄
邑
鑑
の
米
沢
一
四
四
六
石
余
を
用
い
、
文
禄
検
地
の
新
高
の
米
沢
町
一
一
四
石
余
、
屋
地
三
二
ニ
石
余
、
殿
内
四
一
三
石
余
な

ど
を
使
わ
な
か
っ
た
か
ら
君
離
が
大
き
く
な
っ
た
。
し
か
ら
ば
慶
長
期
の
邑
鑑
の
編
纂
に
「
何
故
丈
禄
検
地
の
新
高
を
使
わ
ず
、
敢
え
て

文
禄
邑
鑑
を
用
い
た
の
か
」
と
問
う
人
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
外
で
も
な
い
、
高
目
録
帳
ま
た
は
同
類
の
帳
が
当
時
の
米
沢
地
方
に
存
在
し

な
か
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
昭
和
中
期
以
前
の
米
沢
地
方
の
史
家
が
、
邑
鑑
を
文
禄
検
地
を
基
に
作
成
し
た
と
誤
認
す
る

近世初頭の米沢城下とその近傍との歴史地理的管見

こ
と
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
誤
認
が
高
目
録
帳
の
類
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
概
に
そ
れ

を
非
難
し
得
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

果
た
せ
る
哉
、
先
に
引
用
し
た
『
藩
制
成
立
史
の
綜
合
研
究
』

の
「
蒲
生
城
下
で
は
一

一
四
石
余
」

へ
の
注
記
で
、
こ
の
高
目
録
帳
の

存
在
が
「
伊
東
多
三
郎
(
中
略
)
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
」
と
解
説
し
て
、
高
目
録
帳
が
昭
和
三
七
年
ま
で
米
沢
地
方
の

人
の
目
に
ふ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
の
事
情
は
慶
長
六
年
以
降
明
治
時
代
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
諸
事
実
で

推
察
に
難
く
な
い
。

(一)

平
林
蔵
人
佐
の
総
目
録
本
高

慶
長
一
六
年
正
月
、
平
林
は
米
沢
領
の
本
高
(
引
)
を
二
九
万
八
八
四
八
石
余
と
し
た
が
、
こ
れ
は
邑
鑑
の
長
井
・
信
達
三
郡
帳
尻
高
の

総
計
の
石
以
上
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
邑
鑑
は
長
井
で
八
二
ハ
石
余
の
違
算
に
よ
る
不
足
が
あ
り
、
伊
達
信
夫
で
一

O
コ一

O
石
の
誤
写

に
よ
る
不
足
が
あ
り
、
他
に
も
一

1
二
誤
写
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
高
を
含
め
て
の
数
の
総
計
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
邑
鑑
以
外
の
資
料
か

ら
こ
の
六
桁
の
数
に
一
致
す
る
数
値
が
出
た
と
す
れ
ば
奇
跡
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
平
林
は
巴
鑑
を
「
先
方
帳
面
」
と
し
て
本
高
を
求
め
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た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
高
目
録
帳
か
ら
推
算
し
た
と
す
る
と
、
長
井
・
信
達
各
郡
高
の
合
計
三

O
万
O
七
七
二
石
八
八
か
ら
、
湯
原
・
筆



甫
・
峠
欠
入
の
高
合
一
三
二

O
石
九
五
を
差
し
引
い
た
残
高
二
九
万
九
四
五
一
石
九
三
と
な
ろ
う
。
二
本
松
領
で
は
侍
屡
敷
を
拡
張
し
て
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も
表
高
に
変
化
が
な
か
っ
た
故
、
こ
こ
で
も
立
山
な
ど
の
高
の
変
化
を
無
視
し
て
上
杉
領
の
高
を
算
出
し
て
も
よ
さ
そ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
平
林
の
本
高
よ
り
六

O
O
石
余
も
多
く
な
る
。
ま
た
こ
れ
は
慶
長
一
六
年
の
こ
と
故
、
前
述
の
如
く
若
松
城
下
同
様
米
沢
が
町

屋
ま
で
除
地
と
さ
れ
た
と
見
倣
せ
ば
、
藤
三
郎
帳
に
よ
る
と
立
山
は
一
二
八

O
石
余
の
は
ず
で
あ
り
、
元
和
高
物
成
帳
か
一
不
す
如
く
、
谷

地
は
一
八
七
石
六
六
、
外
内
は
一
五
一
石
五
八
二
で
あ
る
は
ず
故
、
上
杉
領
は
二
九
万
八

O
四
七
石
余
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
ら

ば
平
林
の
本
高
よ
り
八

O
O
石
余
不
足
す
る
。
と
ま
れ
当
時
の
米
沢
地
方
に
は
高
目
録
帳
の
類
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
み
る
外
は
な
い
。

こ
の
推
察
は
、
後
記
佃
項
の
平
林
蔵
人
佐
発
令
の
知
行
加
増
目
録
の
存
在
で
、
さ
ら
に
確
度
が
高
め
ら
れ
る
。

(二)

直
江
山
城
守
の
景
勝
知
行
高
目
録

こ
れ
は
慶
長
一
六
年
四
月
、
直
江
が
老
中
本
多
佐
渡
守
宛
に
差
し
出
し
た
目
録
(
位
)
の
「
高
合
三
拾
万
石
者

景
勝
拝
領
分
」
で
あ
る

が
、
多
分
文
禄
邑
鑑
の
長
井
・
信
達
三
郡
の
高
合
か
ら
湯
原
・
筆
甫
お
よ
び
峠
欠
入
の
高
を
差
引
い
た
約
三

O
万
O
七
O
O
石
を
採
用
し

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
文
禄
巴
鑑
が
現
存
し
な
い
現
在
、
正
確
に
こ
の
高
を
推
算
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
邑
鑑
の
長
井
・
信
達
三
郡
の

高
合
二
九
万
八
八
四
八
石
余
(
平
林
の
本
高
)
に
、
邑
鑑
の
違
算
に
よ
る
不
足
高
八
一
六
石
余
、
誤
写
に
よ
る
不
足
高
一

O
三
人
石
余
を

加
え
る
と
、
三

O
万
O
七
O
二
石
余
に
な
る
。
こ
の
内
約
七

O
O
石
を
寵
高
と
し
た
「
三
拾
万
石
」
が
景
勝
拝
領
分
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ

ぅ
。
前
項
で
み
た
如
く
高
目
録
帳
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
二
九
万
石
余
と
な
る
。
故
に
直
江
は
文
禄
口
巴
鑑
を
基
に
し
て
、
こ
の
景
勝
拝
領

分
を
割
り
出
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
こ
の
事
実
は
、
次
項
の
事
実
と
と
も
に
、
当
時
文
禄
邑
鑑
が
米
沢
地
方
に
存
在
し
た
こ
と
を

暗
示
す
る
。

巴)

元
和
高
物
成
帳
の
存
在



元
和
高
物
成
帳
の
奥
書
に
は
、
元
和
元
年
上
杉
領
の
「
高
物
成
絵
図
L

を
江
戸
に
差
し
上
げ
る
と
き
、
先
方
帳
面
か
ら
写
し
と
っ
た
と

書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
園
絵
図
の
類
で
免
・
物
成
ま
で
細
々
と
絵
図
に
書
き
込
む
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
故
、
そ
の
先
方
帳
面
は
絵
図

に
高
と
村
名
と
を
書
き
入
れ
る
た
め
の
資
料
で
あ
っ
た
か
、
付
属
文
書
の
郷
村
帳
を
作
る
資
料
と
し
て
の
帳
で
あ
っ
た
か
の
何
れ
か
で
あ

ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
そ
の
先
方
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
た
村
名
と
高
と
は
、
米
沢
近
郊
の
谷
地
お
よ
び
外
内
両
村
以
外
は
、
文
禄
邑
鑑
か
ら

と
っ
た
資
料
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
文
禄
邑
鑑
に
は
免
が
厘
毛
の
位
ま
で
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
物
成
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
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た
か
と
み
ら
れ
る
。
元
和
高
物
成
帳
で
は
免
が
同
様
厘
毛
の
位
ま
で
記
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
独
自
に
物
成
を
算
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
元
和
高
物
成
帳
で
の
写
違
と
思
わ
れ
る
高
で
、
物
成
を
算
出
し
た
事
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
邑
鑑
で
は
免
は
分
の
位
ま
で

に
止
め
、
厘
以
下
は
切
捨
ま
た
は
四
捨
五
入
に
し
て
あ
る
。

元
和
高
物
成
帳
の
先
方
帳
面
で
は
既
述
の
知
く
米
沢
町
は
多
分
無
高
で
除
外
さ
れ
、
谷
地
お
よ
び
外
内
は
新
資
料
で
文
禄
邑
鑑
の
米
沢

と
さ
し
替
え
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
外
に
も
村
高
が
巴
鑑
と
違
う
も
の
が
多
少
あ
る
が
、
そ
れ
は
両
帳
何
れ
か
の
誤
写
に
よ
る
と
み
ら
れ
、

ま
た
新
砥
な
ど
邑
鑑
の
村
名
と
違
う
例
も
あ
る
。
こ
の
帳
は
大
部
分
の
村
が
邑
鑑
と
同
高
で
あ
る
の
に
、
写
違
と
米
沢
城
下
近
郊
と
の
高

を
補
正
し
て
も
、
元
和
高
物
成
帳
の
総
高
辻
は
邑
鑑
と
可
成
り
の
相
違
が
あ
る
。
そ
れ
は
長
井
で
若
狭
小
屋
、
信
夫
で
関
谷
・
永
井
川
、

伊
達
で
金
原
田
の
写
漏
が
あ
っ
て
の
高
辻
で
あ
る
故
で
あ
る
。
慶
長
末
に
高
目
録
帳
ま
た
は
同
類
の
帳
が
米
沢
地
方
に
存
在
す
れ
ば
、
そ

れ
を
使
用
し
て
幕
府
に
差
し
出
す
郷
村
帳
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
し
な
い
の
は
そ
れ
が
無
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

(四)

元
和
の
加
増
目
録
の
村
々
の
高

仏
側
井
文
章
百
(
必
)
に
元
和
二
年
九
月
、
平
林
蔵
人
佐
が
長
井
権
四
郎
宛
に
出
し
た
知
行
加
増
目
録
が
あ
る
。
そ
の
中
に
伊
達
郡
泉
田
村
高

七
四
九
石
二
斗
六
升
と
同
郡
徳
江
村
高
八
三
二
石
九
斗
六
升
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
徳
江
村
は
邑
鑑
・
元
和
高
物
成
帳
お
よ
び
高
目
録
帳

79 
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と
も
、
こ
の
加
増
目
録
と
同
高
で
あ
る
が
、
泉
田
は
前
二
帳
と
同
高
で
あ
る
の
に
、
高
目
録
帳
で
は
七
四
九
石
二
斗
二
升
と
あ
り
、

四
升

差
が
あ
る
。
こ
の
高
目
録
帳
の
高
を
元
和
二
年
の
加
増
目
録
に
使
用
し
な
い
の
は
、
平
林
の
手
元
に
高
目
録
帳
ま
た
は
そ
れ
と
同
類
の
帳

が
な
い
故
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
邑
鑑
は
免
が
分
以
上
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
目
録
で
厘
毛
の
位
ま
で
の
免
を
使
用
し
た
「
物
成
不
足
」
の
算

出
に
は
利
用
で
き
な
い
。
平
林
は
文
禄
邑
鑑
の
類
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

慶
長
六
年
諸
士
の
俸
録
が
三
分
の
二
滅
の
と
き
の
春
日
右
衛
門
や
平
林
蔵
人
佐
発
令
の
知
行
宛
行
状
で
、
知
行
地
が
一
村
全
域
を
含
む

場
合
の
適
例
が
み
つ
か
る
と
、
当
時
の
前
記
の
関
係
が
判
明
す
る
だ
ろ
う
。

(五)

上
杉
家
記
の
移
封
目
録
と
高
目
録
帳

三
一
公
外
史
(
叫
)
の
上
杉
領
目
録
の
郡
高
の
集
計
と
「
己
上
」
の
高
と
を
一
致
さ
せ
る
に
は
、
稲
川
(
含
津
川
)
の
「
四
万
千
」
余
の
万

の
次
に
四
を
補
入
し
四
万
四
四
一

O
石
余
と
し
、
「
己
上
」
の
高
に
「
二
百
」
を
補
入
し
て
九
二
万
O
二
七
六
石
余
と
訂
正
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
で
明
治
期
編
纂
の
上
杉
家
記
の
移
封
目
録
(
必
)
と
同
高
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
上
杉
領
目
録
は
、

田
村
郡
が
高
目
録
帳
の
訂
正

前
高
と
一
致
、
稲
川
(
含
津
川
)
と
河
沼
と
は
石
以
上
で
同
断
で
あ
る
。
高
目
録
帳
の
郡
高
訂
正
は
、
方
法
と
筆
跡
と
が
他
の
変
更
と
同

じ
で
あ
る
故
、
遅
く
も
慶
長
二
年
ま
で
に
完
了
し
た
と
み
ら
れ
る
。
上
杉
景
勝
は
そ
の
高
目
録
帳
記
載
の
郡
郷
を
蒲
生
氏
か
ら
引
き
継
い

だ
か
ら
表
高
は
さ
て
お
き
、
訂
正
済
の
郡
高
で
所
領
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
上
杉
領
目
録
は
田
村
郡
が
訂
正
前
高
で
、
石
以
上

な
ら
他
に
も
同
様
の
郡
郷
が
あ
る
故
、
慶
長
三
年
の
上
杉
氏
領
知
目
録
が
な
い
ま
ま
、
文
禄
検
地
の
秀
吉
へ
の
届
高
を
参
考
に
作
ら
れ
た

よ
う
に
も
み
え
る
。
だ
が
秀
吉
へ
の
届
出
総
高
は
九
一
万
九
三
二

O
石
の
は
ず
、
ま
た
高
目
録
帳
郡
高
訂
正
前
総
高
は
九
一
万
九
七
八
七

石
余
、
そ
の
訂
正
済
総
高
も
九
一
万
九
O
四
二
石
余
(
藩
制
成
立
史
の
九
二
万
四
七
四
三
石
余
は
誤
算
)
で
、
何
れ
も
移
封
目
録
と
違
う
。

練
達
の
史
家
伊
佐
早
謙
が
、
こ
の
相
違
、
こ
と
に
高
目
録
帳
と
の
関
係
に
何
等
言
及
し
な
い
の
は
、
高
目
録
帳
が
な
い
故
だ
ろ
う
。



米
沢
地
方
の
史
家
は
文
禄
検
地
の
実
施
は
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
高
目
録
帳
の
類
が
米
沢
に
無
か
っ
た
た
め
に
、
文
禄
検
地
を

基
に
邑
鑑
を
作
成
し
た
と
思
い
違
い
を
し
た
か
と
思
わ
れ
、
ま
た
そ
れ
は
高
目
録
帳
の
類
が
無
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
し
か
し
何
故

上
杉
家
に
そ
れ
が
な
か
っ
た
か
は
ま
だ
明
か
で
な
い
。

}¥ 

検
地
高
の
変
更
と
E

巴
鑑
の
高
の
作
成
説
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高
目
録
帳
の
原
典
ま
た
は
そ
の
写
真
を
み
る
と
容
易
に
判
る
が
、
米
沢
城
下
近
傍
を
主
と
し
た
長
井
で
は
、
多
数
の
郷
村
で
高
の
変
更

を
や
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
如
く
こ
の
変
更
前
高
は
検
地
結
果
の
実
高
で
あ
り
、
変
更
済
高
は
届
高
で
あ
る
。
米
沢
城
下
お
よ
び
そ
の

近
傍
で
は
、
米
沢
町
・
遠
山
な
ど
の
五
例
以
外
は
高
が
変
更
さ
れ
て
い
る
(
表
2
)
。
そ
の
変
更
は
大
部
分
高
の
削
減
で
、
そ
の
削
減
は

一
桁
か
ら
三
桁
ま
で
に
及
ぶ
。
た
だ
し
若
宮
轟
は
と
ど
ろ
き
に
若
宮
を
書
き
そ
え
て
い
る
か
ら
、
轟
三
一
六
四
石
余
に
、
若
宮
一
一
一
石
余

を
加
え
訂
正
し
た
と
み
え
、
邑
鑑
の
轟
と
同
高
と
な
っ
た
。
外
に
違
算
に
よ
る
訂
正
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
他
郡
の
知
く
「
算
用

違
」
と
注
記
を
付
し
た
も
の
は
な
く
、
大
方
は
違
算
に
よ
る
訂
正
で
は
な
さ
そ
う
な
の
で
変
更
と
し
た
。

文
禄
三
年
七
月
、
文
禄
検
地
の
高
を
集
計
し
よ
う
と
し
て
高
目
録
帳
を
作
成
し
た
と
き
、
そ
の
変
更
前
高
と
文
禄
邑
鑑
の
村
々
の
高
と

を
比
べ
て
み
て
、
北
条
な
ど
で
殆
ど
差
が
な
い
の
に
見
習
っ
て
、
文
禄
邑
鑑
の
高
に
近
づ
け
た
よ
う
に
さ
え
み
え
る
。
そ
れ
は
長
井
で
変

更
し
た
郷
村
全
体
で
邑
鑑
の
村
数
で
略
八

O
村
中
、
上
平
柳
外
二
村
は
邑
鑑
の
高
と
の
差
が
大
と
な
っ
た
以
外
、
六
八
村
が
邑
鑑
と
同
高

と
な
り
、
九
村
が
邑
鑑
の
高
に
近
寄
っ
た
が
、
こ
の
種
の
変
更
は
北
条
を
除
い
た
長
井
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
蒲
生
四
郎
兵
衛

等
の
責
任
あ
る
地
位
の
人
の
手
で
、
大
方
出
高
が
削
減
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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こ
の
郷
村
高
の
変
更
が
天
正
検
地
の
高
を
目
安
に
し
た
の
で
は
な
く
、
「
文
禄
検
地
を
基
に
し
た
邑
鑑
の
高
を
参
考
に
し
た
」
と
み
る
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中津川郷諸郷村の事例

(単位:石、小数点以下は斗・升)

邑鑑(a ) 高目録 l脹 (b) 差(a-b) 

須 娘目 116.15 71.14 十45.01

広川原 93.64 87.82 十 5.82

白川・小坂 措 246.427 中津川 244.62 + 1，807 

数 ，馬 108.00 101.73 + 6.27 

大石沢 180.045 141.13 

蛎木角・胡桃平 56.03 

小 計 197.16 -17.115 

谷 地 200.00 鳥居原・屋地 146.10 +53.90 

小其谷 183.051 遅 谷 185.11 - 2.059 

表4

の
な
ら
、
そ
の
邑
鑑
の
高
は
文
禄
検
地
の
高
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
作
成
し
た
と

解
説
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
次
の
事
例
で
は
そ
の
説
明
が
甚
だ
困
難
の
よ
う
に
み

え
る
。

(1) 

上
長
井
の
下
小
管

下
小
管
は
成
島
の
北
方
に
あ
る
村
で
、
文
禄
検
地
で
は

七
二
八
石
五
斗
六
升
で
あ
る
。
そ
の
変
更
済
高
は
七
一
九
石
六
斗
七
升
で
、
こ
れ
が

下
小
管
の
届
高
で
あ
る
。
こ
れ
は
出
高
の
内
入
石
八
斗
九
升
を
差
引
い
た
高
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
れ
を
邑
鑑
の
七
一
六
石
六
斗
七
升
と
す
る
に
は
さ
ら
に
三
石
を
差
引
け
ば
よ

い
か
ら
、
計
算
上
で
は
大
し
て
労
を
要
し
な
い
。
し
か
し
そ
の
削
減
理
由
を
み
つ
け

※白川村187石041、小坂村59石386の合計を示す。

る
の
は
容
易
で
な
い
だ
ろ
う
。
集
計
の
手
違
い
と
み
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
た
だ
し

「
算
用
違
」
の
注
記
は
な
い
。
こ
の
場
合
は
天
正
検
地
の
高
を
目
安
に
変
更
は
し
た

カt

一
致
し
な
か
っ
た
だ
け
で
な
か
ろ
う
か
。
(
表
2
)

(2) 

上
長
井
の
上
平
柳

」
れ
は
米
沢
城
下
北
方
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
糠
野
自
の

北
西
に
接
す
る
松
川
氾
濫
原
上
の
村
で
あ
る
が
、
文
禄
検
地
高
は
一
一
一
八
一
石
三
升
で
、

そ
れ
か
ら
一
五
石
を
減
じ
た
変
更
高
は
三
六
六
石
三
升
で
あ
る
。
あ
る
い
は
丈
禄
三

年
六
月
の
洪
水
で
、
稲
川
郡
の
多
く
の
郷
村
の
よ
う
に
「
川
押
荒
」
が
出
た
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
し
か
ら
ば
高
内
引
と
な
る
だ
ろ
う
。
邑
鑑
で
は
四
二
三
一
石
余
で
、
そ

れ
よ
り
少
な
い
検
地
高
で
あ
る
の
に
、
さ
ら
に
滅
高
し
た
の
は
何
か
理
由
が
あ
っ
て



の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
何
の
注
記
も
な
い
。
理
由
は
と
に
か
く
、
こ
の
変
更
済
高
を
基
に
邑
鑑
の
四
二
三
石
余
を
作
成
す
る
と
す
れ
ば
、

五
七
石
余
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
検
地
高
に
対
し
て
も
四
二
石
余
を
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ど
う
し
て
五
七
石
乃
至
四

二
石
を
加
え
る
の
か
、
説
明
の
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。
上
平
柳
の
こ
の
三
六
六
石
余
は
新
高
の
届
高
で
、
邑
鑑
の
高
は
旧
高
で
あ
る
。

こ
の
村
に
天
正
検
地
の
検
地
帳
が
残
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
文
禄
検
地
を
碁
に
邑
鑑
の
高
を
作
成
し
た
と
す
る
憶
説
は
容
易
に
否
定
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
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(3) 

小
園
郷
の
大
玉
川
と
小
玉
川

高
目
録
帳
で
は
大
玉
川
一
八

O
石
余
、
小
玉
川
八
八
石
余
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
邑
鑑
の
玉
川
一

八
O
石
余
を
作
成
し
た
と
す
る
と
、
小
玉
川
八
八
石
余
を
削
減
す
れ
ば
よ
い
訳
で
あ
る
が
、
何
故
に
削
除
す
る
の
か
説
明
は
困
難
で
あ
ろ

ぅ
。
大
玉
川
の
奥
に
開
設
さ
れ
た
小
玉
川
は
、
天
正
検
地
の
と
き
も
多
分
あ
っ
た
が
、
高
を
結
ば
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
三
年

後
の
文
禄
検
地
で
初
め
て
高
を
請
け
た
と
み
え
る
。
当
時
も
新
開
地
は
高
を
結
ぶ
ま
で
に
少
な
く
も
数
年
の
歳
月
を
要
し
た
は
ず
だ
か
ら

で
あ
る
。
か
か
る
事
例
は
信
達
に
も
一

i
二
あ
る
。
こ
う
し
て
邑
鑑
の
玉
川
一
八

O
石
余
は
旧
高
で
、
高
目
録
帳
の
大
玉
川
一
八

O
石
余

と
小
玉
川
八
八
石
余
と
は
新
高
で
あ
る
。
新
旧
を
逆
に
み
る
と
辻
棲
が
合
わ
な
く
な
る
。
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中
津
川
郷
の
場
合

邑
鑑
の
下
長
井
郡
小
坂
村
か
ら
大
石
沢
村
ま
で
は
、
中
津
川
郷
の
内
・
外
に
当
た
る
村
々
で
あ
る
が
、
高
目

録
帳
の
郷
村
高
が
邑
鑑
の
村
高
と
可
成
り
の
差
が
あ
っ
て
も
変
更
し
な
い
場
合
が
多
い
。
も
し
変
更
(
訂
正
)
の
基
準
と
し
て
邑
鑑
の
高

を
作
成
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
ど
う
し
て
高
を
邑
鑑
の
そ
れ
に
一
致
ま
た
は
近
づ
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
く
の
如
く
で
あ

れ
ば
、
変
更
(
訂
正
)
の
た
め
基
準
を
作
成
し
た
意
味
が
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
他
方
、
丈
禄
検
地
を
基
に
邑
鑑
の
高
を
作
成
し
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
中
津
川
郷
の
諸
郷
村
で
は
、
表
4
の
如
く
そ
れ
ぞ
れ
の
石
高
を
加
除
し
て
作
成
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
何
の
理
由
が
あ
っ

83 

て
の
加
除
で
あ
る
の
か
、
差
高
の
大
き
な
違
い
は
何
に
基
づ
く
の
か
、
何
れ
も
説
明
の
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
う
。
他
の
事
例
か
ら
み
て
も



判
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
邑
鑑
の
高
は
旧
高
、
高
目
録
帳
の
高
は
新
高
で
あ
ろ
う
。

84 

も
し
従
来
の
伝
承
通
り
、
文
禄
検
地
の
直
後
こ
れ
を
基
に
邑
鑑
の
高
を
作
り
、
さ
ら
に
そ
の
高
で
届
出
た
と
す
れ
ば
、
高
目
録
帳
と
邑

鑑
と
は
別
系
譜
の
帳
で
あ
る
か
ら
、
文
禄
検
地
で
二
組
の
相
異
な
る
届
高
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

お
そ
だ
に

表
4
末
尾
の
邑
鑑
の
小
其
谷
一
八
三
石
五
升
一
合
は
、
飯
豊
町
遅
谷
で
、
高
目
録
帳
で
は
遅
谷
一
八
五
石
一
斗
一
升
と
あ
る
。
こ
の
高

の
相
違
、
と
く
に
合
位
の
有
無
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
元
来
、
文
禄
検
地
で
は
郷
村
高
を
升
位
で
止
め
て
、
合
位
以
下
は
っ
け
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
合
位
ま
で
の
高
を
持
つ
村
が
、
邑
鑑
で
は
同
郷
の
大
石
沢
・
白
川
・
小
坂
の
外
、
下
長
井
の
馬
場
・
下
山
、
信

夫
の
大
平
寺
・
八
丁
目
な
ど
多
数
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
邑
鑑
の
高
が
文
禄
検
地
と
は
別
の
検
地
の
高
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ

し
て
邑
鑑
の
高
は
文
禄
検
地
以
前
の
高
で
、
か
つ
米
沢
が
城
地
な
ど
を
含
む
四
郎
兵
衛
入
城
以
前
の
高
で
あ
る
は
ず
故
、
天
正
検
地
の
高

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

九

む

す

び

以
降
、
昭
和
三
七
年
ま
で
高
目
録
帳
ま
た
は
同
類
の
帳
が
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
た
憶
説
と
み
ら
れ
る
。
高
目
録
帳
が
こ
の
地
方
の
研

米
沢
地
方
で
は
、
邑
鑑
は
文
禄
検
地
を
基
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は
米
沢
地
方
に
少
な
く
と
も
慶
長
六
年

究
者
に
紹
介
さ
れ
て
も
、
そ
の
考
え
を
変
え
な
い
の
は
、
間
々
あ
る
先
入
観
の
強
さ
を
意
味
し
よ
う
。

(2) 

邑
鑑
の
高
は
高
目
録
帳
の
郷
村
高
と
同
高
ま
た
は
近
似
し
て
い
る
村
が
多
い
が
、
相
違
す
る
事
例
も
あ
る
。
と
く
に
長
井
で
は
高

の
変
更
前
は
相
違
す
る
郷
村
が
多
か
っ
た
。
高
目
録
帳
の
高
は
文
禄
検
地
の
新
高
で
、
こ
の
検
地
で
邑
鑑
の
高
は
旧
高
と
な
っ
た
。

(3) 

米
沢
城
下
お
よ
び
そ
の
近
傍
の
郷
村
で
み
る
と
、
邑
鑑
の
高
が
高
目
録
帳
の
高
よ
り
古
く
、
米
沢
の
高
が
蒲
生
四
郎
兵
衛
入
城
前



の
高
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
天
正
一
九
年
秋
こ
の
長
井
で
松
下
・
山
内
な
ど
が
検
地
を
実
施
し
た
か
ら
、
そ
の
と
き
の
高
が
邑
鑑
の
高
で

あ
る
に
違
い
な
い
。
信
達
で
も
福
島
城
下
や
大
森
城
な
ど
の
事
情
か
ら
み
る
と
、
同
年
中
の
高
と
み
ら
れ
る
。

(4) 

邑
鑑
は
慶
長
六
年
以
降
の
編
纂
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
慶
長
期
の
米
沢
城
下
お
よ
び
そ
の
近
傍
の
郷
村
の
実
態
と
は
、
甚

だ
し
く
議
離
し
た
高
お
よ
び
家
数
を
記
載
し
て
い
る
。
そ
れ
は
文
禄
邑
鑑
に
よ
っ
て
編
纂
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
邑
鑑
の
記
事

を
慶
長
期
の
こ
の
地
方
の
様
子
を
一
不
す
と
み
て
、
無
理
な
解
釈
を
試
み
た
人
が
多
い
が
、
そ
れ
は
邑
鑑
を
文
禄
検
地
を
基
に
作
成
し
た
と
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み
る
の
と
同
様
に
誤
解
で
あ
る
。

(5) 

邑
鑑
の
構
成
お
よ
び
そ
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
は
公
的
な
書
物
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
存
の
米
沢
市
立
図
書
館
本

も
座
右
に
置
い
て
し
ば
し
ば
利
用
し
た
帳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
伊
達
郡
玉
野
村
は
慶
長
四

i
五
年
頃
の
資
料
で
あ
り
、
そ
れ

以
外
は
天
正
検
地
の
結
果
と
秀
吉
の
人
掃
令
に
基
づ
く
家
数
人
数
を
示
す
史
料
と
み
ら
れ
、
貴
重
で
あ
る
。
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士
-(

1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

安
田
初
雄
「
米
沢
市
立
図
書
館
林
泉
文
庫
本
邑
鑑
考
」
東
北
福
祉
大
学
紀
要
、
六
ノ
一
一
、

安
田
初
雄
「
慶
長
の
米
沢
領
邑
鑑
考
し
福
島
史
学
研
究
、
五
一
、
一
九
八
九
、
三
O
頁

岩
代
園
古
文
書
高
目
録
帳
(
内
閣
文
庫
蔵
)

前
掲
(
1
)
と
同
文
書
藤
=
一
郎
倉
入
在
々
高
物
成
帳

長
井
郡
信
夫
伊
達
郡
高
物
成
之
帳
、
黒
沢
家
文
書
(
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
寄
託
)

安
田
初
雄
「
米
沢
市
立
図
書
館
本
邑
鑑
に
関
す
る
こ
・
=
一
の
問
題
」
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
、
三
六
、
一
九
八
四

安
田
初
雄
「
米
沢
市
立
図
書
館
本
邑
鑑
に
関
す
る
こ
e
=
一
の
問
題
そ
の
3
L
、
前
掲
(
日
)
と
向
論
集
=
一
九
、
一
九
八
六
、
四
頁

伊
東
多
三
郎
「
伝
会
津
蒲
生
氏
邑
鑑
の
考
証
」
史
学
雑
誌
、
七
一
ノ
七
、
一
九
六
二
、

一
九
八
て
五
七
1
七
六
頁



86 

(
9
)
 

(
日
)

(
日
)

(ロ)
(
日
)

(
凶
)

(
河
川
)

(
日
)

(
口
)

(
時
)

(
印
)

(
却
)

(
幻
)

(
幻
)

(
お
)

(μ) 

(
お
)

(
お
)

(
幻
)

(
お
)

(
m
U
)
 

(ω) 

(
訂
)

吉
田
義
信
「
米
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
の
邑
鑑
」
経
済
研
究
、
六
、
一
九
八
四

安
田
初
雄
「
伊
達
玉
野
・
相
馬
玉
野
お
よ
び
東
玉
野
の
歴
史
地
理
的
管
見
」
福
島
史
学
研
究
、
四
五
、
一
九
八
五

安
田
初
雄
「
米
沢
市
立
図
書
館
本
邑
鑑
に
関
す
る
こ
・
=
一
の
問
題
そ
の
2
」
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
、
三
八
、
一
九
八
五

「
会
津
知
行
目
録
」
(
『
福
島
県
史
』
叩
下
、
一
九
六
八
)
、
六
頁

「
二
本
松
ほ
か
六
郡
知
行
高
目
録
」
(
『
二
本
松
市
史
』

3
、
一
九
八
一
)
、
一
五
五
頁

「
上
杉
領
目
録
」
(
『
山
形
県
史
近
世
資
料
』
一
九
七
六
)
、
三
頁

前
掲
(
6
)
、
八
頁

安
田
初
雄
「
奥
州
安
達
郡
小
浜
城
下
の
歴
史
地
理
的
管
見
」
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
、
四
四
、
一
九
八
八

前
掲
(
1
)
・
(
6
)

前
掲
(
9
)

前
掲
(
5
)

藩
制
史
研
究
会
編
『
藩
制
成
立
史
の
綜
合
研
究
米
沢
藩
』
士
口
川
弘
文
堂
、
一
九
六
二
一
、
二
二
七
頁

管
見
談
守
新
編
鶴
城
叢
書
下
』
一
九
六
一
、
三
六

O
頁

石
田
名
助
記
録
『
米
沢
市
史
近
世
資
料

2
』
一
九
八
四
、
一
一
二
三
頁

前
掲
(
日
)

渡
辺
信
夫
編
『
日
本
城
下
町
絵
図
東
北
編
』
昭
和
礼
文
社
、
一
九
八

O

米
沢
法
領
絵
図
、
寛
政
六
年
写
・
米
沢
伊
達
信
夫
御
絵
図
(
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
)

米
沢
法
元
禄
園
絵
図
(
山
形
大
学
博
物
館
蔵
)

前
掲
(
包
)
、
亨
保
十
年
米
沢
藩
城
下
絵
図

岩
瀬
小
右
衛
門
書
上
帳
、
前
掲
(
却
)
、
一
一
二
三
j
一
三
四
頁

致
知
嚢
(
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
)

前
掲
(
却
)
、
三
二
ハ
頁
、
西
村
由
緒
書

前
掲
(
8
)
、
四
八
頁
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(
犯
)

(
お
)

(
M
)
 

(
お
)

(
お
)

(

村

山

)

(
お
)

(
鈎
)

(ω) 

(
位
)

(
必
)

(
日
)

(
必
)

(
必
)

福
島
城
相
伝
「
山
石
磐
史
料
叢
書
中
』
一
一
頁

「
郷
村
手
引
五
」
、

3
4沢
市
史
近
世
資
料
』

前
掲
(
8
)
、
四
八
頁

「
米
沢
雑
事
考
」
、
『
新
編
鶴
城
叢
書
上
』
一
九
六

O
、
七
五
九
貰

前
掲
(
初
)
、
四
八
一
頁
、
兼
統
状
留

前
掲
(
お
)
、
七
五
九
頁

天
保
庚
子
遊
草
吉
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
奥
羽
』
富
山
一
房
、
一
九
七
八
、
六
九
二
頁

『
角
川
地
名
大
辞
典

6

山
形
県
』
角
川
書
宿
、
一
九
五
九
、
一

O
一
二
、
三
五
三
、
四
二
七
頁

前
掲
(
却
)
、
四
八
一
頁
、
李
山
水
帳

「
平
林
の
本
高
」
『
福
島
市
史
資
料
叢
書
一
四
』
一
九
六
回
、
一
三
頁

前
掲
(
H
u
-
-

三
頁
、
景
勝
拝
領
分

前
掲
(
却
)
、
四
二
二
頁
、
機
井
文
書

前
掲
(
凶
)
、
三
公
外
史

前
掲
(
却
)
、
二
三
三
頁
、
移
封
目
録

但
、
高
合
九
一
一
万
O
二
七
六
石
一
斗
は
升
位
の
校
正
ミ
ス
で
石
未
満
は
一
斗
六
升
で
あ
る
。

一
九
八
三
、
二
三
一
頁




